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東京港湾地区における広東住血線虫の調査研究

（１）住家'性ネズミ類についての調査
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東京医科歯科大学医学部医動物学教室（主任：加納六郎教授）

楠井善久
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東京港湾地区における住家性ネズミ類の内部寄生蠕虫

類の調査はほとんどなされていない．

従来広東住血線虫は太平洋諸島，台湾，東南アジアか

らさらにマダカスカル島にかけて広汎な熱帯・亜熱帯地

域に分布し，この地域より多数の報告がある．

日本本土では先に大林・折原（1968）が札幌市内のド

ブネズミより，また堀ら（1969）が横浜川崎港湾地区の

ドブネズミより本種を検出し，報告しているに過ぎな

い．

今回東京港湾地区地区で捕獲の住家`性ネズミ類の内吝Ｂ

寄生蠕虫類の調査を行なう機会が得られ，ドブネズミお

よびクマネズミより本種を検出したので報告する．

材料および方法

ネズミ類は1970年９月より1971年11月まで約１年３カ

月にわたり，東京港湾地区で東京検疫所がほぼ毎月定期

的に工場倉庫周辺および貯木場周辺で捕鼠器により捕獲

したもので外部寄生虫を調査の後，一部は生のまま，一

部は10％ホルマリン水に浸しておいた材料について調査

した．調査範囲はＦｉｇ．１にみられるように品川および

晴海地区の２地区であった．検査は開胸,開腹後肺肝，

心および腸管を開いて成虫を検出する一方腸腔内糞便に

よる虫卵検査も併せ行なった．

検査成績

本調査では広東住血線虫の検出を主目的としたが，他

の内部寄生蠕虫類も検出された．

検査したネズミ類はドブネズミＲａＺＺ"ｓ〃oγuegicz`Ｓ

190頭（雄112頭，雌78頭）およびクマネズミＲａＺｍｓ

γαｚｍｓｌ５頭（雄11頭，雌４頭）の２種であった．

広東住血線虫およびその他の内部寄生蠕虫類の寄生の

し
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有無をネズミ種別，地区別および寄生の虫種別に示すと

Tablelの如くなる．ドブネズミからは線虫類７種，条

虫類２種が，クマネズミからは線虫類６種，条虫類２種

が検出された．

広東住血線虫Ａ"giosZγo,zgツルＳｃα"Zo"e"sis：

品川および晴海の２地区共この種は検出され，その検

出状況はＴａｂｌｅｌおよび２に示した．ネズミの種類別

に検出状況をみるとドブネズミでは190頭中雄12頭(10.7

％)，雌10頭（12.8％）の計22頭（11.6％）に検出され

た．クマネズミは捕獲数も少なかったが15頭中雄３頭

(27.3％)，雌３頭（75.0％）の計６頭（40.0％）の高率

に検出された．地区別にみると品川地区ではすべてドブ

（３２）
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TablelTheprevalenceofparasitichelminthsofrodentsintheharborsideareasofTokyo

ＰＣsitiverateofparasitizedrodents
Ｎｏ．of

rodents

examined

Species
ofrodentsLocality

A7zgiost‐

７０"9,ノルS
cα〃Zo7ze"siｓ

Ｍ〃osz‐
γo"ｇｙｍＳ
６γａｓ/此７２s/３

Ｓかo"ｇｙ‐
Ｊｏｉａｅｓ

ｒａＺｒｉ

Ｈ)wze"oZepis Otherspeciesfound
cJimi"”ａ

升升芳

17(28.3）３７(61.7）１５(25.0）２(11.7）
Ｓｈｉｎａｇａｗａ
ａｒｅａ

ＲａＺＺ"ｓ
Ｈａｒｕｍｉ

"oγUegzC〃Ｓ
ａｒｅａ

Ｔｏｔａｌ

Ｔ７ｉＣ/iz”/Ｓ〃zzz7/S

SyPhac/ａｓP、

Ｐｍｚｏｓｐｉ７ｗｒα〃ｚｚｚ７ｉｓ

Ｃｑ(ＰｉＺｍ７ｍハ⑫aZzca

CWicerc"ｓ／izsciomris

6０

５（3.8）５０(38.5）３１(23.8）２０(15.4）

22(11.6）８７(45.8）４６(24.2）２７(14.2）

130

190

Ｔγ/Chzzγｉｓ〃zzJ7zS

CcZpi〃αγiαハ"αZzca
PγoZospi7zJ7α〃zzｲｧｚｓ
ｑＭｃｅｒｃｍｓ・化sciomγｉｓ

ＲａＺｍｓ

γαtｍＳ

Ｈａｒｕｍｉ

ａｒｅａ
1５６(40.0）５(33.3）１（6.7）１（6.7）

Trappingperiod：DuringtheperiodfromSeptemberｌ９７０ｔｏＮｏｖｅｍｂｅｒｌ９７１

＊：Positiveｎｕｍｂｅｒ＊＊：Positiveｒａｔｅ（％）

Table2TheprevalenceofA"giosZ7o"gyZ"Ｓｃα"to"e,zsisofrodentsintheharborsideareａｓｏｆＴｏｋｙｏ

PositiveｎｕｍｂｅｒＮｏ．ｏｆｅｘａｍｉｎｅｄ
LocalitySpecies

ざ 旱 Total８ 旱 Total

７

(25.0）

３

(6.0）

１０

(12.8）

１７

(28.3）

５

(3.8）

２２

(11.6）

Shinagawaarea ３２２８６０

Ｈａｒｕｍｉａｒｅａ ８０５０１３０

Ｔｏｔａｌｌｌ２７８１９０

１０

(31.3*）

２

（2.5）

１２

(10.7）

ＲａＺＺｚＪｓ
Ｃ

〃ｏγUcgzc“

３

(27.3）

３

(75.0）

６

(40.0）
Ｈｅｒｕｍｉａｒｅａ 1１４１５ＲａＺｍｓ

７ａＺｒ〃Ｓ

＊：Positiveｒａｔｅ（％）

接嚢は小さい．雌は完全な虫体10匹を計測した．体長平

均29.89ｍｍ（26.83～40.36ｍｍ)，最大体幅平均0.43ｍｍ

(0.4～０５ｍｍ）で体長の約1.4％であった．食道長は平

均0.36ｍｍ（0.3～0.4ｍｍ）で体長の約1.2％にあたり，

体はコイル状に曲がり，腸管はラセン状に巻かれた特異

な形態を示し，腸管内には血液を充満していた．陰門は

尾端より平均0.19ｍｍ（0.16～0.23ｍｍ)，体長の約0.6

％の所に位置し，肛門は尾端より平均0.05ｍｍ（0.03～

0.06ｍｍ）で体長の約0.2％の位置にあった．本虫体は以

上の如く計測値および形態学的に諸家，Bhaibulaya

(1968)，MakarrasandSandars（1955)．およびSkr‐

jabin(1961）等の成績の範囲内にありＡ"g/osr，Ｄ'1gymS

cα"zo"e"s/ｓと同定した．

MPPoSかol2gy山ｓ６γαSiZ/e,Ｍ：

この種は一般にみられる種類でドブネズミからは品川

地区で37頭（61.7％)，晴海地区で50頭（38.5％）の計

87頭（45.8％）の検査数の約半数近くに検出された．ク

マネズミからは晴海地区で５頭（33.3％）に検出され

ネズミで60頭中雄10頭（31.3％)，雌７頭（25.0％）の

計17頭（28.3％）に検出された．晴海地区ではドブネズ

ミからは130頭中雄２頭（2.5％)，雌３頭（6.0％）の計

５頭（3.8％）に検出されたが，品川地区に比し低率で

あった．クマネズミは晴海地区で捕獲された．

ネズミ肺動脈内の虫体寄生状況はＴａｂｌｅ３に示した．

陽性ドブネズミは品川では９月，１２月，１月および７月

にそれぞれ１頭，２月に３頭,１０月に10頭検出され,晴海

地区では11月に５頭検出された．寄生虫体数は成虫のみ

で２～72匹であった．陽'性クマネズミは晴海地区で12月

に６頭検出され寄生虫体数は成虫のみで９～84匹であっ

た．いずれも糞便から多数の第１期幼虫が検出された．

また成虫の計測値はＴａｂｌｅ４に示した．雄成虫は完全

な虫体10匹を計測し，体長平均21.31ｍｍ（19.90～22.37

ｍｍ)，体幅平均0.3ｍｍ（0.29～0.35ｍｍ）で体幅は体長

の約1.4％にあたり，食道は根棒状でその長さは平均0.3

ｍｍ（0.25～0.35ｍｍ）で体長の約1.4％に，交接刺長は

平均1.22ｍｍ（1.12～1.27ｍｍ）で体長の約5.7％で，交

（３３）
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Ｔａｂｌｅ３ＮｕｍｂｅｒｏｆＡ"giosZ7o"gyZ"Ｓｃα"Zo"e"sisfoundfrompUlmonaryarteries

ofparasitizedrodents

Ｎｏ．ｏｆＡ．ｃα"Zo7ze"siｓRodentsＭｏｎｔｈｓｏｆ

Ｎｏ・trappingLocality
Species SexWeight(9)８旱Total

０
６
２
４
４
２
５
５
０
２
２
８
２
８
８
６
０

８
２
６
４
９
０
２
２
０
０
９
１
６
１
６
５
４

１
１
１
２
１
２
３
１
１
３
２
２
１
１
１

８
５
１
６
２
８
２
１
４
８
６
３
７
４
０
１
１

１
１

７
３
１
７
３
８
５
３
５
８
４
４
７
８
０
４
１

２
１
１

５
８
２
３
５
６
７
４
９
珀
刈
７
ｕ
釦
卯
５
２

１
１
１

Ｓ〃Ｃ
ｏ
Ｚ

ｇｅＵ７
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ｏ〃

Ｒ 早
早
早
さ
早
早
Ｓ
Ｓ
Ｓ
早
さ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
旱
８
８

Sept.，

Dec.，

Jan.，

Feb.，
〃

〃

July，

０ct.，
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1970

〃

1971

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１

Shinagawaarea

Ｈａｒｕｍｉａｒｅａ

８
ｓ
早
早
早
さ
Ｓ
早
早
早
さ

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Ｎｏｖ.，

〃

〃

〃

〃

Dec.，
〃

〃

〃

〃

〃

３
４
７
２
０
０
２
６
９
４
８

６
８
４
０
０
９
４
４
６
９
８

１
１
１
２
２
２
１
１
１

３
７
０
１
４
５
５
８
９
４
９

３
３

４
５
２
１
３
３
蛆
咀
７
５
２

１
４

１

戸
Ｉ
ワ
ニ
ワ
】
ワ
】
〔
Ｊ
ｎ
５
４
４
『
上
（
０
０
Ｊ
勺
人

ワ
】
【
Ｊ

ｎ
Ｕ
ワ
】
『
１
ｏ
】

〃

〃

〃

〃

〃

1970

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ｒ、γαZr"ｓ

〃

〃

〃

〃

〃

た．

ＳＺ７ｏ"gyJoic北ｓ７ａＺＺｉ：

この種も一般にみられる線虫でドブネズミからは品川

倉地区で15頭（25.0％)，晴海地区で31頭（23.8％）の計

46頭（24.2％）に検出され，クマネズミからは僅かに１

:頭（6.7％）に検出されただけであった．

Ｈｙｍｅ"０Ｊ”/ＳＣＪ加伽Zα：

本種も一般にみられる条虫でドブネズミからは品川地

区で７頭（11.7％)，晴海地区で20頭（15.4％）の計２７

了頭（14.2％）に検出され，クマネズミからは僅かに１頭

（6.7％）に検出されただけであった．

その他の種としてドブネズミからは腸管よりＴ"cﾉｶﾙ

γｉｓｍ"γis，嶢虫類の１種が検出され，胃からProzos‐

ぬ/，ｗγα、"γis,肝よりｃ”izzαγiα/hGpazica,ｑＭｃｅｒｃ"s

fzscioZarisが検出され，クマネズミからは腸管より

Ｔ７ｉＣ/i"riS'"ＭＳ,胃よりDoZoSPi7z`γα〃z"γｉｓが検出さ

れ，肝よりＣａｐｉＺｍγiαハ⑫azicaおよびＣｂＭｃｅ７α`ｓ

/ｚＭｏｍ７ｉｓが検出された．

考察

さきに横浜川崎港湾地区でドブネズミの肺動脈から広

東住血線虫を検出したが今回近接の東京港湾地区で捕獲

のドブネズミおよびクマネズミの肺動脈から計測値およ

び形態学的に特徴を有するＡ"gios〃olzgyZZ`Ｓｃα"Zo"ell‐

sｉｓと同定出来る虫体を検出した．

本来本線虫は太平洋諸島，東南アジアからさらにマダ

カスカル島にかけて熱帯亜熱帯地域のネズミ類に広く分

布する線虫であり，ヒトに対しては本種の中間宿主とみ

なされる陸産の貝類，ナメクジ類などからその幼虫が侵

入し，その病害が確実視され，好酸球性髄膜脳炎ＥＣ‐

（３４）
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ら成虫を検出し，堀らが横浜・川崎港湾地区のドブネズ

ミから成虫を検出した．

今回東京港湾地区の品川および晴海の２地区でドブネ

ズミから11.6％に，また晴海地区のクマネズミから40.0

％の高率に本線虫を検出した．本来熱帯・亜熱帯地方に

多い本線虫が東京港湾地区で検出されたことは本土での

定着性が問題となる．しかし本種の検出された陽性ネズ

ミが捕獲された場所で採集したナメクジ類２種から本線

虫の第３期幼虫が検出され(1972,堀・楠井・未発表)，

港湾地区とはいえ，疫学上重要な意義をもつものと思わ

れ，さらに定着性の問題も含め今後の調査にまちたい．

まとめ

1970年９月より1971年11月まで１年３カ月に東京港湾

地区の品川および晴海の２地区において捕獲されたネズ

ミ類についてその内部寄生蠕虫類の調査を行ない次の

結果が得られた．

１．ネズミ類はドブネズミおよびクマネズミの２種

が，捕獲され，ドブネズミは品川地区60頭（雄32頭，雌

２８頭)，晴海地区で130頭（雄80頭，雌50頭）について検

査し，クマネズミは晴海地区15頭（雄11頭，雌４頭）に

ついて検出した．

２．ドブネズミ22頭(11.6％)，クマネズミ６頭（40.0

％）の肺動脈より線虫を得，検討の結果，広東住血線虫

Ａ"giostγo"gyJ"Ｓｃα"Zo"e,Ｍと同定した．

３．検出された蠕虫類はドブネズミから線虫類７種，

Ａ"giostro"gy血Ｓｃα"Zo"e"sisの他，腸管よりＮＩ〃Cs‐

Z7ogy此ｓ６γzzsiルノzsis，ＳＺｒｏ"gyZoMesγαtZi，Ｔγic加河ｓ

〃zMs，嶢虫類１種，胃からBoZosPir"7-α〃zzWs,肝よ

りＣａＰｉＺｍγ/αﾉｶ妙ａＺｉＣａ，条虫類２種,Ｈｙ"!e"oJGPiSai‐

’"/""ZαおよびCWcice7cz`ｓ/izscioﾙｧﾉｓの８属９種，

クマネズミからは線虫類６種Ａ"gios〃o,ｚｇｙｍｓｃα"Zo‐

〃elzSiSの他，腸管からＭ〃osZro"gy此Ｓ６γαS肱"S/Ｓ

ＳＺ７ｏ'zgyZo/ａｅＳ７ａＺＺｉ，Ｔ７Ｃ/izJ冠Ｓｍ"γis，胃からP7oZos‐

Ｐｚｒ１`γＴＩ’'z"γｉｓ，肝よりＣａがZルァノαノi"ａｔ/cα，条虫類２

種Hyl"el1oJePisaillzZ'z"ZαおよびqMce7cz`Ｓ九sＣｉＣ‐

〃”ｓの７属８種であった．

以上のうち広東住血線虫が検出されたことは疫学上重

要なことである．

稿を終わるに当り御校閲を賜った東京医科歯科大学医

動物学教室加納六郎教授に感謝の意を表します．また材

料採集で御便宜を賜った東京検疫所森井建実衛生課長，

松井瑛延技官および野田孝政技官に感謝致します．なお

本論文の要旨は第３１回日本寄生虫学会東日本大会（東京

Ｔａｂｌｅ４ＭｅａｓｕｒｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｓｉｚｅｓｏｆＡ"giosZro‐

gyZzJscα"ro"e"sisfoundfrompulmonaryarteries

Ｍａｌｅ ｌＯｗｏｒｍｓ

Ａｖｅｒａｇｅ(mrn）

Bodylength ２１．３１

Bodywidth(atwidestpart）０．３
OesophaguslengthO8

SpiculuslengｔｈＬ２２

Range

19.90-22.37

０．２９－０．３５

０．２５－０．３５

１．１２－１．２７

％tobodylength

Bodywidth

Oesophaguslength

Spiculuslength

４
４
７

●
●
●

１
１
５

Female lOworms

Average(ｍ、）

Bodylength２９．８９
Bodywidth(atwidestpart）０．４３
OesophaguslengthO36
Vulva(fromposteriorend）０．１９

Ａnus(fromposteriorend）０．０５

Range

26､８３－４０．３６

０．４－０．５

０．３－０．４

０．１６－０．２３

０．０３－０．０６

％tobodylength

Bodywidth

Oesophaguslength
Vulva

Anus
４
２
６
２

●
●
●
■

１
１
０
０

sinophilicmeningo-encephalitisを惹起すると云われて

いる（Alicatal965)．

日本においてはさきにNishimura（1964）による沖繩

西表島のドブネズミ，国吉・西村（1965）による沖繩本

島のクマネズミ，Nishimura（1966）による沖繩本島，

宮古島，石垣島および西表島の諸島のドブネズミおよび

クマネズミの肺動脈から成虫を検出し，沖繩本島および

宮古島のアフリカマイマイから，宮古島，石垣島および

西表島のアシヒダナメクジから第３期幼虫（感染幼虫）

を検出している．またＳｉｍｐｓｏｎｅＺａＺ．（1970）は沖繩

本島で本線虫に起因するとみられれる好酸球性髄膜炎３

例の症例を報告している．しかし本土では本線虫の寄生

例および本線虫に起因するとみられる症例の報告はみら

れない．川島ら(1965)は奄美大島名瀬市内で，また神谷

ら（1968）は奄美大島南部の古仁屋および与論島で広汎

な調査を行なったがネズミ類から本線虫は検出されず，

また土着のアフリカマイマイからも本線虫の幼虫は検出

されていない．

小笠原諸島父島では佐々ら（1969）がアフリカマイマ

イから第３期幼虫を検出し，堀・和田（1971,未発表）

がクマネズミから成虫を検出している．

内地では大林・折原(1968)が札幌市内のドブネズミか

（３５）
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i Abstract j

A SURVEY OF ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS IN THE HARBOR

SIDE AREAS OF TOKYO. (1) A SURVEY OF ANGIOSTRONGYLUS

CANTONENSIS ON HOUSE RODENTS

Eitaro HORI

(Department of Medical Zoology, Tokyo Medical and Dental University, Tokyo, Japan)

YOSHIHISA KUSUI

(Tokyo Quarantine Station, Tokyo, Japan)

Surveys of parasitic helminths on house rodents were made in the harbor side areas of

Tokyo during the period from September 1970 to November 1971 and obtained the following

results :

1. One hundred and ninety Rattus norvegicus in the harbor side areas (Shinagawa and

Harumi areas) and 15 Rattus rattus in the Harumi area were examined. Twenty-two of 190

Rattus norvegicus (11.6%) and 6 of 15 Rattus rattus (40.0%) was parasitized with Angiostro?i-

gylus cantonensis in the harbor side areas.

Finding of this parasite in the harbor side areas is very intersesting and important from

the standpoint of epidemiology.

2. Other parsitic helminths collected from these rodents were all common species as fol

lows : Nippostrogylus brasiliensis, Strogyloides ratti, Trichuris muris, Syphacia sp., Protspirura

muris, Capillaria hepatica, Hymenolepis diminuta and Cysticercus fasciolaris.

(37 )




